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江戸時代後期から幕末を経て明治維新を迎える激動の時代の中

で、工作好きの少年、田中久重は発明に没頭していきます。やがて

「からくり師」、発明家として成功をおさめ、日本一の時計 ・機械

技術者とも称されるようになりました。そして50歳を過ぎたころか

ら、新たに西洋の科学技術と近代産業へ取り組んで行き、日本の近

代化を担った人材として欠かせない存在です。 今回は、情熱と探究

心あふれる久重の生涯を紹介していきます。

■久留米が生んだ日本の発明王■
おうみだいじょう

後に「からくり贔希雑判」、 「近江大橡」と呼ばれるようになる田 が t

中久重は、江戸時代も終わりに近い18世紀末、笠巖‘11年 (1799) 9月 人`ー：hR
ペっこう たなかやえもん

18日（旧暦）、久留米城下の通町十丁目に鼈甲細工師田中弥右衛門 晩年の久重（『田中近江大橡』より）

の長男として生まれました。幼名を岩五郎といいます。当時の通町は、城下町の中を東西方向に延

びるメインストリートでした。通り沿いには「うなぎの寝床」の町屋が軒を並べていました。
ごこくじんじゃ

久重は幼い頃から発明に夢中となり 、五穀神社のお祭りで上演した「からくり人形の屋台」が評

判を呼びました。五穀神社は生家にほど近い通外町の東にあります。境内では、春と秋に盛大な祭

礼が行なわれ、たくさんの屋台や見世物小屋が並び、近隣から多くの人々が集まりました。

特に人気を集めたのは、［＼つに分かれた城下の町掛りがそのできばえを競う 「からくり人形」の

舞台でした。久重も工夫を凝らし、様々なからくり人形を上演しています。久重が得意としたのは、

水の圧力や落下を利用する「水からくり」で、ひとりでに人形が踊り、笛を吹いたりする仕掛けに観

客は大喝采しました。
ほそかわはんぞう からくりずい

久重の幼少時代には土佐藩出身の細川半蔵が記した『機巧図猿』 （寛政8年 (1796) 出版）とい

うからくり人形の教科書があり、久重もこれらの書物を参考にしていたと考えられます。

田中久重の生誕地（現在、記念碑が建っている） 久重の時代から架かっている五穀神社の石栢



■本格的なからくり師として■
ひ どうじ

1820年代に有名な「弓曳き童子」と「文字書き人形」を製作したと言われています。からくり師
せんば

として、関西地方での公演が大成功をおさめると、天保 5年 (1834) に大坂船場の伏見町（大阪市

中央区伏見町）に居を構えました。この時期には折りたたみ式の 憎詞翡尉記、天保 8年 (1837年）
むじんとう

に圧縮空気により灯油を補給する灯明の「無尽灯」などを考案し大坂・京都で様々な機械の発明と

製造販売を手掛がけていきます。
っちみかどけ

その後京都へ移り、弘化 4年 (1847年）に天文学を学ぶために土御門家に入門して天文学も学び

ました。この頃、最も優れた職人に与えられる「近江大橡」の称号を得ています。
ひろ也fんきょう らんがくじしゅうどう かえい

広瀬元恭が営む蘭学塾「時習堂」に入門し、様々な西洋の技術を学びました。そして嘉永 4年

(1851)和時計の最高傑作といわれる万年時計を製作しました。また、蒸気機関へ強い関心をもち

ます。万年時計が完成した翌年には、外輪式とスクリュー式それぞれ 1隻づつの蒸気船模型を製作
みえつかいぐんしょ

します。外輪式模型は佐賀藩時代の慶応元年 (1865)に佐賀藩早津江川右岸の三重津海軍所で完成
りょうふうまる

した蒸気船凌風丸の原型といわれています。
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■佐賀藩から久留米藩へ■
ヤのつねたみ せいれんかた

京都・大坂での活躍後、佐賀藩に招かれた久重は佐野常民の薦めで精煉方に着任し、同藩の近代
りょうふう

化に大きく貢献しました。文久 3年 (1862) には実用的に運用された国産初の蒸気船である「凌風
まる せいれん

丸」建造の中心的メンバーとなっています。また、鉄の精錬に使用する施設である反射炉の改良も
やりみずりゅうでん

行っています。その後、名声を聞きつけた久留米藩へ呼び戻されます。まず、鑓水古飯田に工場が

造られ、そこで最新の西洋式大砲をモデルに青銅製大砲を製造しました。

炭応 2年 (1866)春、藩主はじめ藩幹部が見守る中、古飯田台地上から完成した大砲の試射が行
とびだけ

なわれました。標的は 2.8km先の飛岳山腹でした。試射は成功し目標をはるかに超えて飛んでいき

ました。
けいおう

慶応 3年 (1867)、製鉄所は久重の生家裏付近に移されました。当時の「製鉄所」 とは、鉄鋼を

造りだす工場ではなく 、鉄製品を製造・修理する工場のことを言いました。そこでは久留米藩が採

用していた西洋式の小銃を模造しましたが、製品のできばえが良く 、藩主は更に 2万挺もの追加生

産を命じました。その後工場が手狭となったため、明治 2年 (1869) に南窟へ移転します。 ここ
せんばん

には 2棟の建物が東西に並び、長崎で購入した旋盤も 3台据え付けられました。機械の動力として

蒸気機関を利用し、従業員は百余名にのぼったといいます。 ‘ 

しかし、明治4年 (1871) 7月、廃藩置県となると、その事業も停止となりました。その後も、

各種機械の製造を続けましたが、明治6年 (1873)1月、一家や弟子たちを連れて、久重は上京します。

そして、珍器製造所（現東京都港区）を設立し、電信機の製造を開始しました。

◆付近に製造所があった高牟礼市民センター前の記念碑（左 ）と古飯田台地上から見た飛岳 （右）。

◆久留米製鉄所の記念碑（左）と当時の雰囲気が残る製鉄所前の狭い路地（平成20年頃）。奥は応変隊屯所跡（右 ）



■田中製造所から東芝へ■
れんががい

明治8年 (1875)には、銀座の煉瓦街に工場を移転しました。これが我が国初の本格的な電機工場の
こうぶしょう

誕生となりました。エ部省から電信機の国産化を依頼されました。明治 11年 (1878)にはグラハム・ベ

ルの電話機を参考にして 2台の電話機を作成し、大変話題になりました。同年に、「報時器」も作成して

おり、正午の時報を中央電信局から、全国一斉に伝えることができるようになりました。

設立から 6年後の明治 14年 (1881)11月 7日、82年の生涯に幕を閉じました。田中久重の墓所は、東

京の青山墓地にあります。

その翌年、養子の田中大吉(2代目久重）は芝浦へ大規模な工場・田中製造所を設立しました。のち

に三井銀行へ経営権を譲渡し、芝浦製作所と改称します。田中久重の創業から 65年後の昭和 14年

(1939)に東京電気株式会社と合併し、東京芝浦電気株式会社が誕生しました。この会社が現在の総合

電機メ ーカー株式会社東芝です。．tぷ墨'III 且ら一 11-． 誓呵霙醗塁ー
和暦 西暦 年齢（数え） できごと
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寛政 11年 (1799)

文化4年 (1807)

文政 2年 (1819)

文政7年 (1824)

1歳

9歳

21歳

26歳

久留米城下の通町十丁目に生まれる

開かずの硯箱を製作

直穀神社などでからくり披露

大坂などでからくり奥行

天保 5年 (1834)

天保8年 (1837)

嘉永 2年 (1849)

嘉永 3年 (1850)

嘉永 4年 (1851)

36歳

39歳

51歳

52歳

53歳

大坂移住、懐中燭台発明

京都移住、無尽灯発明

「近江大橡」 の称号を得る

須弥山儀を製作

万年時計が完成する

嘉永 6年 (1853)

安政 2年 (1855)

文久 2年 (1862)

元治元年 (1864)

慶応元年 (1865)

慶応 2年 (1866)

55歳

57歳

64歳

66歳

67歳

68歳

佐賀藩の理化学研究所（精錬方）へ

蒸気車 ・蒸気船の雛形製作

佐賀藩電流丸の蒸気ボイラー完成

久留米移住、久留米 •佐賀兼務

国産初の蒸気船凌風丸完成（佐賀）

久留米で大砲鋳造、上海に密航

明治6年 (1873)

明治7年 (1874)

明治8年 (1875)

明治 11年 (1878)

明治 14年 (1881)

75歳

76歳

77歳

80歳

83歳

東京に転居

電信機の製造を開始

東京 ・銀座に店舗兼工場を構える

電話機を試作、報時器を製作

東京の自邸にて永眠
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